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「くじらしま」は、昭島市内の以下の４園で開催している地域

の子育て支援事業です。

「くじらしま」ではさまざまな支援活動をしています。地域で子育てを行っている方は、

どなたでもご参加いただけます。 詳細は、右のQRコードより、ご確認ください。
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イベントパーク（行事体験）

園の行事に参加、体験いただ

けます。

たまごパーク

妊婦さんや０歳児が対象の

遊び場。身体測定も実施。

園内見学（随時受付）

各園にて受付けています。

時間はご相談ください。

一時預かり保育（有料）

地域のお子さま対象です。詳

細は各園へお問合せください。

デイリーパーク（体験保育）

親子で日常の保育生活を体

験（お子さまの給食有。無料）

ひよこパーク

在園児以外のお子さまが対

象の遊び場です。

子育てワークショップ

ミュージックダンス、わらべうた、

食育、子育て広場、子育てサークル。

育児相談（随時受付）

各園にて受付けています。

時間はご相談ください。

ミナパもくせいのもり

こそだておうえんマガジン

多摩育児会の子育て支援事業「くじらしま」は昭島の子育てを応援しています！
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多摩育児会では、さまざまな外部講師をお迎え

して子どもたちの体験活動を行っています。今

回はたまほいくえんで「羊毛」をテーマに創作

活動を行う講師の 3人にお話をお聞きしました。

Q: はじめに 3人について教えてください。

野津山さん（中央写真左）: 私たちは、吉祥寺の

羊毛店「アナンダ」の元同僚。紡ぎ車や織り機、

紡ぎの原料となる羊毛、綿を豊富に取り揃える

このお店で、毎日ワークショップをしていまし

た。5年前にお店が閉店した後、渡辺さんは作家

として羊毛を用いた作品や衣装の

制作、猪野さんは子育てに専念、

そして私はフリーランスで書籍の

編集の仕事と靴職人として羊毛を

利用した靴作りを行い、それぞれ

別々で活動していましたが、今回

このプロジェクトがきっかけで再

会しました。

Q: 今回のプロジェクトについて

教えてください。

野津山さん : 私が仕事で羊毛工作がテーマの書

籍出版企画を始めた頃でした。娘がたまほいく

えんの園児で、園では昔から羊毛を用いたタペ

ストリーを卒園制作にしていると知り、子ども

の羊毛工作の記事作りの協力を園に相談しまし

た。これがきっかけで、羊の毛刈り見学、毛の

洗浄、染色からフェルトボール作りなど、生き

物である羊の毛が私たちの身の回りの様々な物に

形を変えて役立っていることを園児さんたちに

知ってもらう年間を通じたプ

ログラムが始まりました。

Q: 活動で大切にしていること

や活動を通じて気がついたこ

とがあれば教えてください。

渡辺さん（中央写真右）:私は作家なので、ワー

クショップを通して作品の価値も伝えたいと思っ

ています。例えば２時間という時間で何が作れる

のか、ものづくりに近道はないこと、作り手のつ

ける価格や価値を理解してもらうことも大切にし

ています。また、活動を通じて、お年寄りから幼児、

そして障害を持つ方々まで、誰もが同じものを作

ることができるフラットでシンプルなものづくり

の世界の大切さと、個々の「色」や「形」を大切

にできる羊毛の素晴らしさに気がつきました。

猪野さん（中央写真中）:

子どもが自

分で作った

という感動

がうすれて

しまわないように、手を出し過

ぎず、時には見守るということ

を大切にしています。毎回子ど

もたちの反応や集中力は私の予

想を超えてきます。何かを作り

終わった後の達成感のある表情

は、見ていて本当に嬉しくなります。手を動か

して何か作るって楽しいよと改めて子どもたち

から教わった気がします。

Q: 読者へのメッセージをお願いします。

野津山さん : 羊毛は、特別な技術や知識を必要

とせずアイデアを形にできる魅力的な素材です。

完成品のいびつさすらも魅力的な要素となりま

す。お金を出せば何でも手に入る便利な世の中

だからこそ、自分の手で少し時間をかけてもの

を作ることに、意味と価値が

あると思います。ぜひ、羊

毛にご興味持っていただき、

実際に触れていただければ

嬉しいです。
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本物の羊に
会ったよ！

八王子の磯沼牧場から羊がきま

した！間近で見たり触れたりす

ることができて大興奮の子ども

たち。牧場主の磯沼正徳さんか

ら、夏を過ごすために毛刈りを

するお話も聞きました。ふわふ

わの毛が刈られると『お洋服脱

いだみたいだね』という声が。

羊の姿、鳴き声、匂い、毛の感触、

肌の温度など五感を使って感じ

た 1日でした。

羊の毛から
何ができるかな？

刈った毛は、油や草、土、うん

ちなどで汚れていました。これ

を洗い、乾燥させ、ブラシを掛け、

様々な物を作っていきます。手

入れをする前と後の違いを知る

ことができました。毛を擦らず

優しく洗い、ふんわりと広げて

陰に干し、しっかりと乾燥させ

ます。刈った状態のままの房の

毛と、ブラシをかけた毛を作品

によって使い分けていきます。

羊毛を使った
ものづくりを体験

段ボール織りで作ったブレス

レット、色とりどりの羊毛を使っ

たコースター・フェルトボール

作りなど材料や手法の違いを体

験しながら作品作りをしました。

繰り返し作る事で徐々に上達を

しています。また、白い羊毛の

染色も行いました。化学染料を

使用したレインボー染め

や玉ねぎの皮を煮出

して行った草木染

の両方を行いま

した。

たまほいくえん・羊プロジェクト● チーム３匹の羊さん

「羊毛の魅力を活かしたものづくり」 

感じる 触れる

たまほいくえんでは、日頃より物を

作りだす力を大切にしています。

大昔から羊は人間の生活に密接に

関っている身近な動物であることを

知り、『ひつじプロジェクト』を立ち

上げ、活動をスタートしました。春

に羊の親子と出会い、羊毛から様々

なものづくり活動を広げています。

学びと伝承：羊と私たちの生活（衣

食住）や文化について学ぶ

発見と工夫：体験を生活の中に取り

込み、日常的に継続して学ぶ

創造と習得：羊毛から作り出される

作品を通して、創造力やものづくり

の力を育む

今回の活動を通して、身の回りの物

は、誰かによって作り出されている

という事を学びました。毛刈り後の

毛がすぐにセーターになるのではな

く、毛を洗い、乾かし、染めて、ブ

ラシをかけ、糸を紡ぎ…たくさんの

工程を経て出来上がる事と実感し、

丁寧な手作りは時間がかかり『大変』

である事も知ると同時に、表現する

楽しさも身につけました。作業を通

して好きな色・形・感触などをお

友だちと共有して興味を持ち、

探求する姿も多く見られました。

今後も自ら物を作り・表現を楽し

んでもらいたいです。

羊プ
ロジェクト

学ぶ 作る

活動の目的

活動からの学び
私たちの生活と
羊の繋がりって？

羊と私たちの生活（衣食住）と

の繋がりについて勉強しました。

●糸を紡ぎ、編み物・織物をし

て衣類などを作る。

●羊のお肉やミルクを食べて生

活をしている人がいる。

●ゲルという羊毛を使った家に

住む国がある。などお話を聞き、

実際に毛から衣類ができる

様子などを見学しま

した。その他羊の

種類や生態につい

ても学びました。




